
『
就
実
論
叢
』
第
四
六
号
　
抜
刷

就
実
大
学
・
就
実
短
期
大
学
　
二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
　
発
行

加

藤

美

奈

子

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事
」
図
版
・
翻
刻
・
解
題

〈
資
料
紹
介
〉
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与謝野晶子自筆原稿「子供の事」図版・翻刻・解題

〈
資
料
紹
介
〉
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事
」
図
版
・
翻
刻
・
解
題

加

藤

美
奈
子
（
生
活
実
践
科
学
科
）

二	

与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事
」
図
版
・
翻
刻

「
泣
菫
文
庫
」所
収
の
与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿「
子
供
の
事
」二
枚
の
図
版（【
図

版
１
】・【
図
版
２
】）
を
以
下
に
掲
げ
、
翻
刻
を
後
に
示
し
た
。
図
版
は
文
字

の
見
や
す
さ
を
考
慮
し
、
画
像
の
明
る
さ
・
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
若
干
の
調
整
を

加
え
て
い
る
。
翻
刻
に
お
け
る
改
行
等
は
図
版
に
準
じ
て
い
る
。
字
体
は
新
旧

と
も
に
自
筆
に
準
じ
た
。
■
は
本
文
で
文
字
を
訂
正
し
て
い
る
箇
所
を
示
し
、

そ
の
他
注
記
も
〔　

〕
内
に
示
し
た
。

な
お
図
版
は
、
本
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
に
よ
る
撮
影
で
、
倉
敷
市
の
許

諾
を
得
て
掲
載
し
た
。
担
当
の
文
化
振
興
課
・
薄
田
泣
菫
顕
彰
会
に
御
礼
申
し

上
げ
る
。

は
じ
め
に

―
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
所
収

与
謝
野
晶
子
自
筆
資
料
（
歌
稿
・
書
簡
・
原
稿
）
に
つ
い
て

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」（
以
下
、「
泣
菫
文
庫
」）
所
蔵
の
与
謝
野

晶
子
自
筆
歌
稿
計
一
六
枚
に
つ
い
て
、
本
論
叢
第
四
〇
〜
四
五
号
掲
載
の
拙
稿

に
お
い
て
紹
介
し
た
（『
就
実
論
叢
』
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
六
年
）。
ま
た
、「
泣

菫
文
庫
」
所
収
の
泣
菫
宛
晶
子
書
簡
一
五
通
に
つ
い
て
は
、
倉
敷
市
編
著
『
倉

敷
市
蔵　

薄
田
泣
菫
書
簡
集　

詩
歌
人
篇
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

に
、
翻
刻
・
注
・
解
説
を
載
せ
た
。

本
稿
で
は
、「
子
供
の
事
」
と
題
さ
れ
、「
與
謝
野
晶
子
」
署
名
（
以
下
、
本

文
で
は
「
与
謝
野
晶
子
」
を
用
い
る
）
の
あ
る
自
筆
原
稿
二
枚
を
紹
介
す
る
。
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【
図
版
１
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事　

一
」
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【
図
版
２
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事　

二
」
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【
図
版
２
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事　

二
」

〔
欄
外
左
上
〕　

二

だ
け
の
教
育
を
適
當
な
時
期
に
受
け
得
な
い
私
共
の

子
供
は
、
何
時
ま
で
も
過
去
の
運
命
に
計
り
支
配
せ

ら
れ
て
沈
淪
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

つ
ま
り
世
間
並
の
教
育
の
缺
け
た
者
は
世
間
並
の
人

間
に
な
つ
て
競
爭
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
結
果
に
な

ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

其
れ
で
物
質
上
に
も
精
神
上
に
も
一
人
前
に
な
れ

相
に
な
い
私
共
の
子
供
に
就
い
て
、
御
質
問
の
や
う

な
將
来
の
結
婚
問
題
な
ど
は
私
共
の
夢
に
も
考
へ
及

ば
な
い
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。

私
共
の
實
際
の
境
遇
か
ら
考
へ
ま
し
て
、
ま
だ
や

つ
と
小
學
校
へ
入
れ
た
計
り
の
子
供
等
の
た
め
に
、

非
常
に
懸
け
離
れ
た
配
遇マ

マ

者
の
選
擇
な
ど
を
空
想
す

る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
致
方
が
御
座
い
ま
せ
ん
。

併
し
強
ひ
て
さ
う
云
ふ
將
来
の
問
題
な
ど
を
今
の
境

遇
か
ら
考
へ
ま
す
な
ら
、
私
共
の
子
供
は
何
れ
も
淋

し
く
清
い
獨
身
で
暮
す
外
無
か
ら
う
と
想
像
さ
れ
ま

す
。（
座
談
の
一
節
）

【
図
版
１
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事　

一
」

〔
欄
外
左
上
〕　

一

子
供
の
事

與
謝
野
晶
子

貧
し
い
日
暮
し
の
中な

か

に
生
れ
て
参
り
ま
し
た
私
共
の

子
供
は
先
づ
第
一
に
育
つ
か
育
た
ぬ
か
が
覺
束
な
い

や
う
に
思
ひ
ま
す
。
幸
ひ
に
今
日
ま
で
奇
蹟
の
や
う

に
し
て
育
つ
て
参
つ
た
の
で
す
か
ら
、
此
後
も
両
親

さ
へ
生
き
て
居
て
殆
ど
彼
等
の
犠
牲
の
や
う
に
な
つ

て
働
い
て
遣
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
ど
う
に
か
肉か

ら

躰だ

だ
け
は
育
つ
て
行
く
だ
ら
う
と
考
へ
ま
す
が
、
肉

躰
は
曲
り
な
り
に
育
つ
に
し
ま
し
て
も
、
多
勢
の
子

供
で
す
か
ら
、
一
人
一
人
に
學
校
教
育
を
授
け
て
遣

れ
る
か
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
全
く
空
を
摑
む
や

う
で
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
眞
面
目
に
考
へ
ま
す
と

皆み
ん
なに
中
學
校
■
さ
へ
も
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
■
不
可

能
に
想
は
れ
ま
す
。

さ
う
す
る
と
、
私
共
の
子
供
は
到
底
世
間
並
の
教

育
を
受
け
得
な
い
と
云
ふ
運
命
を
負
う
て
居
り
ま
す
。

運
命
は
あ
な
が
ち
過
去
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、

前
途
の
運
命
は
其
人
の
力
で
新
し
く
切
り
開
か
れ
る

も
の
だ
と
思
ひ
ま
す
け
れ
ど
、
其
新
し
い
力
を
養
ふ
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と
推
測
さ
れ
る
。

「
子
供
の
事
」
の
本
文
、
内
容
か
ら
も
執
筆
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
八
月
一
日
、
泣
菫
薄
田
淳
介
は
「
編
輯
局
見
習

　

学
芸
部
勤
務
」
と
い
ふ
辞
令
を
受
け
て
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
（
現
在
の
毎
日

新
聞
大
阪
本
社
）
に
入
社
し
た
」（
松
村
緑
『
薄
田
泣
菫
考
』（
教
育
出
版
セ
ン

タ
ー
、昭
和
五
二
年
）
一
二
五
頁
、旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
）。
与
謝
野
寛
・

晶
子
の
長
男
の
光
が
生
ま
れ
た
の
が
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
、
大
正
元
年

に
は
数
え
年
一
一
歳
で
あ
る
。
当
時
の
就
学
年
齢
は
六
歳
で
あ
る
か
ら
、「
子

供
の
事
」
本
文
に
お
け
る
、「
ま
だ
や
つ
と
小
學
校
へ
入
れ
た
計
り
の
子
供
等
」

と
い
う
表
現
と
は
、
誇
張
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
正
元
年
の
時
点
で

は
、
や
や
矛
盾
す
る
印
象
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
の
長
男
は
、
三
年
後
の
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
に
、
中
学
校
に
入
学
し
て
い
る
。
本
文
の
「
皆み

ん
なに
中
學
校
さ

へ
も
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
に
想
は
れ
ま
す
」
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
大

正
元
年
以
前
に
こ
の
原
稿
が
書
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

「
子
供
の
事
」
に
、「
多
勢
の
子
供
」
と
あ
る
が
、
長
男
の
光
（
上
田
敏
の
命

名
）
の
誕
生
の
後
、一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
次
男
・
秀し

げ
る（
泣
菫
の
命
名
）、

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
長
女
・
次
女
で
双
子
の
八や

つ

峰お

・
七な
な
せ瀬
（
森
鷗
外

の
命
名
）、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
三
男
・
麟
、
一
九
一
〇
（
明
治

四
三
）
年
に
三
女
・
佐
保
子
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
四
女
・
宇
智
子
、

欧
州
へ
の
外
遊
後
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
四
男
・
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
（
滞

仏
中
訪
問
し
た
ロ
ダ
ン
の
命
名
）、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
五
女
・
エ
レ

ン
ヌ
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
五
男
・
健
が
生
ま
れ
、
一
九
一
九
（
大
正

三	
与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
子
供
の
事
」
解
題

用
紙
は
二
枚
と
も
、
縦
25.4
㎝
×
横
35.7
㎝
の
洋
紙
、「
Ｂ
４
」
サ
イ
ズ
に
相
当

す
る
青
罫
二
〇
字
×
二
〇
行
の
原
稿
用
紙
で
、
左
下
欄
外
に
「
十
ノ
廿　

松
屋

製
」
と
青
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
晶
子
自
筆
歌
稿
に
お
い
て
は
、
大
正
二
年
（
本
論
叢

第
四
一
号
掲
載
歌
稿
「
湯
あ
か
り
の
後
」）
〜
大
正
五
年
七
月
（
本
論
叢
第

四
二
・
四
四
・
四
五
号
掲
載
歌
稿
「
萱
の
葉
」・
歌
稿
「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た

め
に
」・
歌
稿
「
覇
王
樹
」）
の
五
枚
が
「
松
屋
製
」、
大
正
六
年
五
月
（
本
論

叢
第
四
二
号
掲
載
歌
稿
【
図
版
８
】）
〜
大
正
一
〇
年
一
一
月
（
本
論
叢
第

四
二
号
掲
載
歌
稿
【
図
版
３
・
４
】）
の
一
一
枚
が
「
神
樂
阪マ

マ

山
田
製
」
で
あ
る
。

『
定
本
與
謝
野
晶
子
全
集
』（
講
談
社
）、『
鉄
幹
晶
子
全
集
』（
勉
誠
出
版
）
は
、

晶
子
に
よ
る
「
評
論 

感
想
集
」、詩
歌
・
小
説
以
外
の
著
書
を
所
収
す
る
が
、「
子

供
の
事
」
と
い
う
表
題
の
文
章
は
、
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。『
與
謝
野
晶
子
評

論
著
作
集
』（
龍
溪
書
舎
）
は
、晶
子
の
評
論
を
中
心
と
し
た
著
書
の
初
版
（
影

印
に
よ
る
）
の
他
、
雑
誌
・
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
晶
子
の
文
章
を
収
め
、「
著

作
年
表
」
が
編
ま
れ
て
い
る
が
（
同
書
第
二
二
巻
、
二
〇
〇
三
年
）、
そ
れ
ら

に
も
こ
の
表
題
は
見
出
し
得
な
い
。
現
時
点
で
は
、『
全
集
』
等
に
未
収
録
と

い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
初
出
紙
・
誌
が
確
認
さ
れ
ず
、
執
筆
時
期

の
正
確
な
特
定
は
困
難
で
あ
る
。
が
、
上
述
の
「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
歌
稿
に

お
い
て
「
松
屋
製
」
を
使
用
し
た
の
と
同
時
期
に
、
他
の
歌
稿
同
様
、「
大
阪

毎
日
新
聞
」
掲
載
の
た
め
、
泣
菫
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
自
筆
原
稿
で
は
な
い
か
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遡
っ
て
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
四
月
四
日
「
東
京
毎
日
新
聞
」
掲
載

の
「
詩
人
の
妻
と
な
つ
て
五
人
の
子
を
抱
えマ

マ

し
私
の
生
活
」
に
お
い
て
も
、「
一

定
の
収
入
も
御
座
い
ま
せ
ん
し
（
中
略
）
誠
に
見マ

マ

す
ぼ
ら
し
い
惨
め
な
生
活
を

致
し
て
居
り
ま
す
」（『
與
謝
野
晶
子
評
論
著
作
集
』
第
十
六
巻
（
龍
溪
書
舎
、

二
〇
〇
二
）
一
八
七
頁
）
と
生
活
苦
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
子
供
に
つ
い
て
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
る
。

品
格
の
あ
る
と
云
ふ
事
が
人
間
で
は
一
番
な
事
と
し
て
小マ

マ

供
を
教
へ
て
居

り
ま
す
。
兄
の
方
は
来
月
か
ら
暁
星
小
学
へ
入
り
ま
す
、
弟
は
六
つ
で
、

下
が
二
人
こ
れ
は
双
生
児
で
御
座
い
ま
す
。（
一
八
九
頁
）

貧
し
さ
の
中
で
も
、「
品
格
」
と
い
う
精
神
性
を
大
切
に
し
た
教
育
を
子
供
に

施
し
て
い
る
こ
と
に
こ
こ
で
も
ふ
れ
て
い
る
。

「
子
供
の
事
」
に
お
い
て
は
、「
私
共
の
子
供
は
到
底
世
間
並
の
教
育
を
受
け

得
な
い
と
云
ふ
運
命
を
負
う
て
居
り
ま
す
」「
教
育
を
適
當
な
時
期
に
受
け
得

な
い
私
共
の
子
供
は
、
何
時
ま
で
も
過
去
の
運
命
に
計
り
支
配
せ
ら
れ
て
沈
淪

せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
、
悲
観
的
で
あ
る
。

「
私
の
宅
の
子
供
」
に
お
い
て
、「
つ
い
申
す
事
が
我
子
の
自
慢
に
為
つ
て
仕

舞
ひ
ま
し
た
」（
一
三
七
頁
）
と
自
ら
言
う
よ
う
に
、
晶
子
が
子
供
の
こ
と
を

著
す
場
合
、
子
供
が
精
神
的
に
豊
か
に
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
「
自
慢
」
す
る

か
の
よ
う
な
筆
致
で
述
べ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
「
婦
人

世
界
」
初
出
の
「
子
供
を
持
た
ぬ
人
の
知
ら
ぬ
楽
し
み
」
も
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
晶
子
は
、「
八
人
の
子
の
親
と
な
り
ま
し
て
、
絶
え
ず
子
供
の
こ
と

に
ば
か
り
心
を
奪
は
れ
て
を
り
ま
す
。（
中
略
）
私
の
長
男
は
家
に
ゐ
て
、
絵

八
）
年
生
ま
れ
の
藤
子
ま
で
、
五
男
六
女
を
得
て
い
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
、
ど
の
時
点
で
あ
っ
て
も
「
多
勢
の
子
供
」
が
あ
り
、
年
代
の
特
定

に
は
繋
が
ら
な
い
。

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四
月
の
「
女
學
世
界
」
を
初
出
と
す
る
「
私
の

宅
の
子
供
」（『
一
隅
よ
り
』（
金
尾
文
淵
堂
、明
治
四
四
年
）
所
収
、引
用
は
『
定

本
與
謝
野
晶
子
全
集
』
第
十
四
巻
（
講
談
社
）
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
ル

ビ
は
省
略
し
た
。
以
下
、
引
用
に
お
い
て
は
同
断
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

身
体
を
健
か
に
育
て
て
中
学
程
度
の
教
育
ま
で
親
が
面
倒
を
見
て
や
れ

ば
、
其
れ
か
ら
先
は
自
分
で
好
き
な
方
向
に
進
む
で
あ
ら
う
。
其
時
に
猶

親
と
し
て
の
義
務
は
学
資
を
用
意
し
て
置
い
て
遣
る
事
だ
と
思
つ
て
ゐ
る

の
で
す
。（
一
三
七
頁
）

同
文
に
は
ま
た
、「
十
歳
に
な
る
長
男
の
光
」（
一
三
一
頁
）
が
、「
画
も
好
き

で
す
か
ら
毎
日
曜
に
藤
島
先
生
の
お
宅
で
遊
半
分
に
教
へ
て
頂
き
ま
す
」

（
一
三
六
頁
）
と
あ
る
。「
藤
島
先
生
」
は
、
雑
誌
「
明
星
」
の
初
期
に
お
い
て

表
紙
・
挿
画
を
描
き
、『
み
だ
れ
髪
』
の
装
幀
も
手
掛
け
た
洋
画
家
・
藤
島
武

二
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
三
）
で
あ
ろ
う
。「
私
の
宅
の
子
供
」
は
、「
物
質
的

に
は
随
分
と
困
り
も
致
し
ま
す
が
、
精
神
上
に
は
私
共
も
子
供
も
比
較
的
多
く

の
自
由
を
得
て
居
り
ま
す
」（
一
三
七
頁
）
と
結
ば
れ
て
い
る
。「
子
供
の
事
」

で
は
「
貧
し
い
日
暮
し
」
と
書
き
出
さ
れ
、「
私
の
宅
の
子
供
」
で
も
「
貧
し

い
中
」（
一
三
二
頁
）
と
あ
り
、「
物
質
的
」
な
貧
し
さ
を
伝
え
る
内
容
は
共
通

す
る
が
、
後
者
は
「
精
神
上
」
の
教
育
の
豊
か
さ
を
肯
定
的
に
述
べ
て
い
る
点

が
大
き
く
異
な
る
。
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男
の
子
と
二
人
の
女
の
子
と
が
小
学
へ
通
つ
て
ゐ
る
の
で
す
が
（
中
略
）
小
学

を
卒
へ
て
呉
れ
た
ら
屹
度
世
間
並
に
一
方
を
中
学
へ
、
一
方
を
高
等
女
学
校
へ

入
れ
る
で
せ
う
」（『
與
謝
野
晶
子
評
論
著
作
集
』
第
十
七
巻
（
前
掲
）
二
〇
四

頁
）
と
し
て
い
る
。
先
に
も
引
用
し
た
「
子
供
の
事
」
の
「
皆み

ん
なに
中
學
校
さ
へ

も
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
に
想
は
れ
ま
す
」
と
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。晶

子
は
、
本
文
の
「
御
質
問
」
に
対
し
て
は
、「
私
共
の
子
供
は
何
れ
も
淋

し
く
清
い
獨
身
で
暮
す
外
無
か
ら
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。

「
獨
身
で
暮
す
」
こ
と
を
「
淋
し
」
い
だ
け
で
な
く
、「
清
い
」
と
形
容
し
て
い

る
こ
と
に
は
、
晶
子
の
結
婚
観
の
一
端
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

晶
子
の
「
私
の
貞
操
観
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（『
雑
記
帳
』（
金
尾
文
淵
堂
、

大
正
四
年
）
所
収
、『
定
本
與
謝
野
晶
子
全
集
』
第
十
四
巻
（
講
談
社
）
ル
ビ

は
省
略
し
た
）。

自
分
は
十
二
歳
か
ら
歴
史
と
文
学
書
と
が
好
き
で
、
家
の
人
に
隠
し
て

読
み
耽
つ
た
が
、
天
照
大
御
神
の
如
き
処
女
天
皇
の
清
ら
か
な
気
高
い
御

一
生
が
羨
し
か
つ
た
。
伊
勢
の
斎
宮
加
茂
の
斎
院
の
御
上
な
ど
も
な
つ
か

し
か
つ
た
。
自
分
の
当
時
の
心
持
を
今
か
ら
思
ふ
と
、
穢
い
現
実
に
面
し

て
居
な
が
ら
飛
び
離
れ
て
美
的
に
理
想
的
に
自
分
の
前
途
を
考
へ
、
一
生

を
天
使
の
様
な
無
垢
な
処
女
で
送
り
た
い
と
思
つ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。

（
中
略
）

又
十
七
八
歳
か
ら
後
は
露
西
亜
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
物
な
ど
を
読
ん

で
、
結
婚
は
罪
悪
で
あ
る
、
人
種
を
絶
や
し
て
無
に
帰
す
る
の
が
人
間
の

な
ど
を
書
い
て
を
り
ま
す
。
絵
は
好
き
と
み
え
ま
し
て
、
子
供
と
し
て
は
上
手

に
書
き
ま
す
」（『
與
謝
野
晶
子
評
論
著
作
集
』
第
十
七
巻
（
龍
溪
書
舎
、

二
〇
〇
二
）
二
三
六
頁
）
と
、
長
男
が
「
女
の
子
の
や
う
に
優
し
く
」（
同
頁
）

絵
の
好
き
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
も
披
露
し
て
い
る
。

「
子
供
の
事
」
で
は
、「
物
質
上
に
も
精
神
上
に
も
一
人
前
に
な
れ
相
に
な
い

私
共
の
子
供
」
と
あ
る
。
末
尾
に
「
座
談
の
一
節
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
剰

に
卑
下
し
た
表
現
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
私
の
宅
の
子
供
」
と
は

隔
絶
し
た
印
象
を
与
え
る
内
容
・
筆
致
で
あ
り
、
生
活
苦
に
言
及
す
る
部
分
等

は
共
通
す
る
も
の
の
、
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
肯
定
的
に
述
べ
て
い
る
前
掲
の

文
章
と
同
時
期
の
執
筆
と
は
判
断
し
難
い
印
象
を
受
け
、
内
容
か
ら
の
執
筆
年

代
の
特
定
に
は
、
な
お
慎
重
を
要
す
る
。

「
子
供
の
事
」
に
、「
御
質
問
の
や
う
な
」
と
あ
り
、「
ま
だ
や
つ
と
小
學
校

へ
入
れ
た
計
り
の
子
供
等
の
た
め
に
、
非
常
に
懸
け
離
れ
た
配
遇マ

マ

者
の
選
擇
な

ど
を
空
想
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
致
方
が
御
座
い
ま
せ
ん
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
供
の
「
配
偶
者
の
選
択
」
に
つ
い
て
、
親
と
し
て
ど
の
よ
う
な
期
待

が
あ
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
問
わ
れ
た
「
座
談
の
一
節
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

類
推
さ
れ
る
。
複
数
の
文
学
者
・
著
名
人
に
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
し
て
回
答

を
求
め
る
記
事
は
、
当
時
か
ら
新
聞
・
雑
誌
に
散
見
さ
れ
る
企
画
で
あ
る
。
例

え
ば
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
七
月
「
中
央
公
論
」
の
、「
予
は
予
の
娘
に

如
何
な
る
女
た
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
か
」
と
い
う
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
対
し

て
、晶
子
は
「
わ
た
し
の
女
の
子
に
対
し
て
」
と
題
し
た
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
四
人
の
男
の
子
と
四
人
の
女
の
子
と
あ
る
中
で
、
現
に
二
人
の
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加藤美奈子

第
一
号
（
近
代
文
学
資
料
研
究
会
、
平
成
二
七
年
三
月
））。
こ
の
晶
子
自
筆
原

稿
「
子
供
の
事
」
は
、「
泣
菫
文
庫
」
の
他
の
晶
子
自
筆
資
料
か
ら
、
概
ね
明

治
末
か
ら
大
正
初
期
と
類
推
さ
れ
る
が
、
執
筆
年
代
・
初
出
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
内
容
か
ら
の
検
討
も
難
し
く
、
現
時
点
で
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。

が
、
晶
子
の
自
身
の
子
供
に
対
す
る
従
来
に
は
な
い
所
見
が
示
さ
れ
て
い
る

点
で
も
興
味
深
く
、「
泣
菫
文
庫
」
所
収
で
あ
る
点
と
併
せ
て
、
唯
一
の
散
文

作
品
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

理
想
だ
と
云
ふ
様
な
迷
信
が
可
な
り
久
し
い
間
自
分
を
囚
へ
て
居
た
の

で
、
自
分
は
固
よ
り
、
偶

逢
ふ
同
じ
街
の
友
人
に
も
非
結
婚
主
義
を
熱

心
に
勧
め
た
り
な
ん
か
し
た
。（
中
略
）

親
戚
の
者
か
ら
縁
談
を
勧
め
る
事
も
あ
つ
た
が
、
自
分
が
汚
ら
は
し
い

と
云
ふ
風
に
眉
を
顰
め
る
の
で
、
自
分
の
前
で
そ
ん
な
話
を
持
出
す
人
も

後
に
は
全
く
無
く
な
つ
た
。（
三
七
四
、三
七
七
頁
）

古
典
文
学
や
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
か
ら
、「
純
潔
」
を
尊
び
、
結
婚
を
も
否
定

す
る
ほ
ど
「
清
ら
か
な
」
生
涯
を
憧
憬
す
る
若
き
日
の
晶
子
が
回
想
さ
れ
て
お

り
、「
独
身
」
と
し
て
生
涯
を
送
る
こ
と
を
「
清
い
」
と
し
た
表
現
に
通
底
す

る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

四	

お
わ
り
に

―
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
所
収 

与
謝
野
晶
子

自
筆
資
料
唯
一
の
散
文
作
品

「
泣
菫
文
庫
」
所
蔵
の
自
筆
資
料
は
、
泣
菫
に
宛
て
ら
れ
、
ま
と
ま
っ
た
形

で
残
さ
れ
た
「
資
料
群
」
と
し
て
、重
要
な
価
値
の
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

加
え
て
、
旧
稿
で
紹
介
し
た
晶
子
自
筆
歌
稿
の
よ
う
に
、
初
出
と
し
て
「
大
阪

毎
日
新
聞
」
掲
載
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
の
経
緯
が
明
ら
か
な
資
料
が
多
い
。
一

部
、
未
掲
載
の
詠
草
も
、
同
じ
原
稿
に
あ
る
他
の
詠
草
の
掲
載
・
歌
集
所
収
状

況
か
ら
執
筆
時
期
が
ほ
ぼ
確
定
出
来
る
。
一
方
で
、
与
謝
野
寛
の
一
部
資
料
の

よ
う
に
、
泣
菫
の
も
と
に
残
さ
れ
た
経
緯
の
確
認
が
困
難
で
、
今
後
の
調
査
・

教
示
を
俟
た
ね
ば
特
定
し
難
い
例
も
あ
る
（
拙
稿
「
倉
敷
市
蔵
「
薄
田
泣
菫
文

庫
」
与
謝
野
寛
自
筆
詩
歌
他　

図
版
・
翻
刻
・
解
題
」（「
近
代
文
学
資
料
研
究
」


